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注：このアクティビティーの内容はマイルドなので、部分的に、あるいは全体としても、ジェッ
ツやジュニア・ティーンに適切かもしれません。ここで �����とし�のは、�ーティン�の�����とし�のは、�ーティン�の���とし�のは、�ーティン�の
中に、全員が夫である主に愛と賛美の言葉を個人的に捧げる部分があり、当然、ホームの皆が何
というかを最初から決めておくことはできないからです。この夜のテーマからして、より若い人
�ちが個人的な愛の言葉を聞いても不適当ということはないでしょうが、どうするかを決めるの
はホーム次第です。この�ーティン�を �����にしておき��れ�、�れも全く�し��あ�����にしておき��れ�、�れも全く�し��あ���にしておき��れ�、�れも全く�し��あ
りません。ジュニア・ティーンや、さらにはジェッツを含め�いなら、主の導きに従って�うす
ることもできます。�だし、ホーム・メンバーは、年少のティーンが参加することを承知してお
き、主への愛の言葉を彼らにも合うぐらいマイルドにしておかな�れ�なりません。
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計画する人�ちの�めに、このアクティビ
ティーをどう準備するかについて、ここに
アドバイスがあります。

　これは黙想の�めの夜です。絶対にという
のではありませんが、もし望むなら、アクティ
ビティーのある部分に、ごく静かなインスト
ルメンタル・�ュージックをか�ることもで
きます。皆が歌詞に気を取られないように、
歌詞のない音楽にして下さい。ま�、静かで、
瞑想の助�になる穏やかな音楽で、敬神的な
霊を持ち、いかなる面でも気を�らさない音
楽であることが非常に大切です。皆さんの状
況で何が最善かは、皆さんが主に尋ねて下さ
い。音楽をか�ることにするなら、どうかど
の音楽にするかについて主と確認を取って、
�れがこの体験の質を高め、いかなる面でも
気を�らさせるものとならないようにして下
さい。読み手がイエスの言葉を読んでいる時
には、音量を最低にし（全く聞こ�ないよう
に）、黙想する時にはごく静かにか�て下さ
い。どの場面でも、大音量でガンガン鳴らし
てはい�ません。（ファ�リー製のインスパイ
ヤリン�なインストルメンタルを探す時には、
フィースト���を�て下さい。ま�、������を�て下さい。ま�、���を�て下さい。ま�、���
イトのオーディオ・セクションには�の他の
音楽もあります。）

　照明をソフトにし、楽に座れるようにし、
部屋を居心地良くするようにして下さい。

　望むなら、ワインやドリンク、ジュースや
軽いスナックを出してもいいでしょう。ホー
ムの人�ちが好きで、�の夜のくつろぎや楽
しみを増すようなものです。最初に�れを出
してお��、静かな音楽が流れ、みんながリ
ラックスして�の夜の霊に入っている間、皆、
ドリンクやスナックを楽しむことができます。
あるいは、�の夜の一番最後に何かを出して、
皆、共にフェローシップし�りくつろいだり
しながらドリンクやスナックを楽しんでもい
いでしょう。�の夜を通してワインを少しず
つ飲み�い人もいるでしょうし、�れでは気
が散るという人もいるでしょう。主が導かれ
るままに自由に決めて下さい。ま�、くつろ
ぎやこの体験の質を高め、主から私�ちへの
美しい言葉から注意を�らすことがないよう
にするには何が最善かを、特に主に尋ねるこ
ともできます。

　一人か二人の人に、イエスからのメッセー
ジを読む事を頼んでおいて下さい。�の人は、
明確に、�手に、感情を込めて読める人でな
くてはなりません。できれ�前もってメッセー
ジを読んで、内容を良く知っておくべきです。
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（最初に賛美と祈り、一曲か二曲の歌で始めます。「音
楽の才能」溢れるホームでなくても、�こにいるみ
んなが歌�る歌が最善です。要は、主に向かって共
に賛美の声をあげることです。必要なら、ＣＤの曲
をか�て、�れに合わせて歌うこともできます。）
　　１．（イエス：）愛する人�ち、来なさい、
来なさい！　共に過ごす夜の�めにわ�しが用意
し�特別な寝室にようこ�。椅子に座り、楽にし、
荷を下ろしなさい。今まで懸命に働いてき�のだ
ね。特に最近は、物事をすべて片付�て、数日間
仕事から離れ、わ�しとの時間を過ごせるように
する�めに、余分に働いてき�から。
　　２．わ�しは�のことでわくわくしており、
あな�とこの余分な時間を取るのを楽しみにして
いる。これはわ�しにとって大きな意味を持つ。
これをするのをいとわず、すべてをお膳立てし、
きちんとしておい�のを�ると、わ�しはとても
嬉しくなる。わ�しは�れを十二分に価値あるも
のにしよう。忘れられない経験にしてあげよう。
　　３．今夜、共に修養する時間の始まりとして、
わ�しは霊の世界であな�の�めに特別な場所を
用意し�。椅子に深く座り、リラックスして、深
呼吸し、目を閉じなさい。�して、霊の目を使っ
て周りを�回しなさい。
　　４．あな�は美しいラウンジにいる。ビロー
ドのソファーとソファーベッドがあり、ほの暗い
自然光が�していて、装飾はシンプルながらも目
を�張るほどエレガントだ。どんな風に思い描い
ても良い。あな�好みの場所にいるところを想像
してごらん。�れが天国や霊の世界、さらにはわ
�しの素晴らしいところだ。わ�しはあな�が望
み、必要とするわ�しになれるし、天国もあな�
が望み、必要とする天国になれる。
　　５．さて、何人かのハン�ムなホストや美しい
ホステスが来て、新しく造られ�天国の強壮剤を�
ラスについでいる。少し�ていてごらん。透き通っ
ているが、アクアマリーンの液体が混じり合って大
理石模様になっており、�れが決して止まることな
く渦巻いている。これは再生と復活の強壮剤であり、
�の色は、あな�がわ�しと質の高い時間を過ごし、
わ�しの愛の個人的なタッチを受�取る�びに生ま
れる新鮮さを象徴している。さて、�の香りをかぎ、
アロマを吸い込んでごらん。素晴らしいだろう？　
�れでは、�っと、ゆっくり一口すすり、�の風味
をあますところなく味わってごらん。

　　６．�うだ、愛する人�ち、今夜わ�し�ちは、
落ち着き、ペースを落とし、このひとときを堪能
するんだ。共に語らい、追憶にふ�り、考�、夢
�よう。共にわ�し�ちの愛を思い、過去や現在、
将来を、ま�わ�し�ちの愛が過去、現在、未来
にも�らすありとあらゆるものを深く思う時間を
取ろう。幽霊が現れるわ�ではないが、もしかし
�ら�れをかいま�るか、�の感触を味わうかも
しれない。�れは�の霊を通して与�られる、わ
�しの愛のタッチなんだ。
　　７．�れでは、楽にしているかい？　くつろ
いでいるかな？　再生し、新�にする天の強壮剤
に魔法を起こさせているかい？　もう一口飲んで
ごらん。好きなだ�飲んでいい。尽きることはな
いから。あな�を取り囲む霊の美しさのアロマを
吸い込み、�れから�の日、�の週、ま�人生と
生きることの思考や思い煩いをはき出しなさい。
（いっ�ん止まって深呼吸をする。）　ほら、�れ
でいい。

過去������
　　８．これから少しの間、記憶の道を�どって
旅をしよう。恋人�ちにとって旅はいつだって楽
しい。あな�が私を知って一年であろうと、����
年であろうと、あるいは �� 年、�� 年であろう�� 年、�� 年であろう年、�� 年であろう�� 年であろう年であろう
と、わ�し�ちは共に人生と愛の多くを共有して
き�。素晴らしく、美しい時を共に楽しんだね。
浮き沈みもあっ�。幸せな時も、悲しい時も、豊
かな時も、必要に事欠い�時も。でも、あな�が
どんな経験を通っ�にせよ、わ�しはあな�と共
にいて、わ�し�ちは二人で歩んでき�。�れが
一番大切で、意味あることなんだ。
　　９．これから幾つかの筋書きを作ろう。�の
間、一つ一つについて少しの間考�、黙想してほ
しい。共に�の経験をし�時のことを考�、�れ
ゆ�にわ�しに感謝し、賛美しなさい。�うすれ
�、�こにあるわ�しの愛に気づき、感じられる
ようにしてあげよう。
　　１０．もしかし�ら、�れはあな�にとって、
まさにわ�しの愛の贈り物だっ�という時期かも
しれない。あるいは、�前ははっきり気づかなかっ
��れど、今�れに気づき、�う信じるのかもし
れない。�の時期については意識的な記憶がない
かもしれない。でも、あな�の霊は�れを覚�て
いて、�の時期の良きことと素晴らしさを保って
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いる。一つ一つに、少し違っ�所がある。さあ、
わ�しと来なさい。わ�し�ちが共に過ごし�愛
と人生の記憶を�どって少し散歩しよう。

［注：読み手は一つ一つのポイントの後でいっ�
ん止まり、一分ほど、皆が考��り黙想し�りす
る時間を取ります。］

　　１１．わ�し�ちが初めて会っ�時のこと
を覚�ているかい？　あな�がわ�しを知り、心
と人生を開いて、わ�しを心に招い�時のこと
を。まだ幼すぎて、わ�しを受�入れ�時のこと
を覚�ていない人もいるだろうが、もっと大きく
なってから、もう一度わ�しに身を捧げ、より深
い意味でわ�しに「出会っ�」時もあっ�だろう。
�ういっ�経験はわ�しにとって大きな意味があ
る。事実、何よりも意味がある。なぜなら、�の
時、わ�しは、あな�の�めに生き、死んだとい
う愛の犠牲は価値があっ�と確信するから。わ�
しはあな�が決断し�時の思い出を大切にしてい
る。�して、�れを振り返る時、もう一度�の興
奮がよみが�る。

　　１２．二人きりになっ�時のことを考�て
ごらん。共に休み、語らい、過ごし、愛し合っ�
時のことを。静かで安らぎに満ちてい�。エキ�
イティン�でセクシーな時もあっ�。心を通い合
わせ、抱き合っ�時もあっ�。刺激となる会話や、
討論をし�時もあっ�。型破りでとてつもない経
験をし�時もあっ�。特に何も言わず、何もせず
に、�だ一緒にいることを楽しんだ時もあっ�。
あな�はわ�しにとって素晴らしいパートナー
だっ�。�して、わ�しは�の一瞬一瞬を楽しみ、
今、�の楽しい時を振り返るのが大好きだ。

　　１３．物事が厳しく、岩だら�だっ�時の
ことを考�てごらん。試練の�だ中にい�時に感
じ�絶望や落胆と、わ�しがあな�の願いに答�
て物事を変��か、重荷や重圧が取り除かれて、
�こから抜�出�時の勝利や喜び、満足感との違
いを考�なさい。
　　１４．変化や解放、救出、供給を求める熱心
な祈りに対する答�について考�なさい。�う
いっ�困難な時に、わ�し�ちの愛により頼んだ
ことを通して得�信仰のことを深く思いなさい。

　　１５．わ�しがあな�の人生において、あな
�の�めにどう働い�か、ま�、�の経験を通し
てわ�しがあな�に教��ことゆ�に、賛美しな
さい。�して、望むほどわ�しの愛をはっきりと
��り感じ�りできなかっ�時さ�も、�のよう
に喜んで試練に耐��こと、喜んで戦い、しがみ
つき、わ�しに信頼し続��ことゆ�にわ�しが
与�ようとしている賛美や賞賛を受�入れなさい。
　　１６．ああ、ダーリン、あな�がわ�しへの
愛と献身ゆ�に喜んで戦い、苦しみ、耐��こと
を思い出す時、わ�しの心はかき立てられ、あな
�への情熱は再び燃�立つ。何があってもこれ�
�あな�を愛せないほどだ。だが、もしあるとす
れ�、人生の困難に委ね、�れを受�入れ、�れ
を通してわ�しを信頼し、わ�しが戦いなさいと
言う時には戦い、わ�しが望む者になろうという
選択をする時のあな�の愛と忠誠を�ることだ。

　　１７．さて、本当にほしかっ�ものや必要
だっ�ものがあって、わ�しが�れを与��時の
ことを考�てみよう。ホームや仕事、子ども�ち
にとって必要不可欠だっ��れども、なかなか得
られなかっ�ものだ。あるいは、あな�が本当に
ほしかっ�ものか、やり�かっ�こと。「なくて
はならない」ものではないが、とにかくわ�しと
してはあな�にあげ�かっ�か、やってあげ�
かっ�ことで、あな�個人にとってとても大きな
意味がある何かについて。
　　１８．あな�が�んなにもほしがってい�も
の、あな�が祈り、わ�しの求め�ものをあげる
のは、わ�しにとってとても嬉しい。まず、あな
�が必要と願いを言葉にし�という信仰と期待を
�ること、�れから�れをあな�にあげ、贈り物
を手渡す時に、あな�の目を�つめ、あな�の心
の喜びを感じるのが嬉しい。
　　１９．ダーリン、わ�しはあな�に贈り物を
するのが大好きだ。�れがあな�にとって�プラ
イズでも、あな�が求め�ものでも、すべてわ�
しにとって大きな喜びであり、私�ちが共に過ご
すすべての機会に贈り物をし�い。

　　２０．さて、わ�し�ちが共に経験し�ことに
は、これら幾つかのこと��のものがある。これか
らの数日間に少し時間を取って、わ�し�ちが共に
し�すべてのことや、共に過ごし�時間すべてを振
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り返ってごらん。あな�が経験し�すべてや、�れ
を通してあな�が得�ものを。わ�しも、あな�が
理解できなかっ�過去のことや、何かの面で悩みと
なってい�ことを語ろう。ま�、�こにある益を語
ろう。悲しみや後悔ではなく、喜びをもって共に�
れらを振り返ることができるように。

現在������
　　２１．さて、現在に移ろう。今日、今現在、
ここでのわ�し�ちの愛について考�、語ろう。
わ�し�ちの人生や、わ�し�ちが共有している
すべて、今、共に経験し、行っているすべて、共
に楽しみ、感謝し、互いに称賛し合っているすべ
てを。
　　２２．まず、あな�について愛しているところ、
あな�がどのようにしてわ�しを一番喜�せてい
るかを告げよう！　共に語り合おう。わ�しはあ
な�が�に、一つのからだとして、一人の妻とし
て語りか�ているが、同時にあな�自身にも語り
か�ている。だから、花嫁としてのあな�に、愛
している�くさんの点を告げ�いのだが、�の後、
あな�が�がいっ�ん止まって静まるなら、わ�
しは一人一人に対して�れを掘り下げ�い。わ�
しだ�が与�られ、あな�だ�が理解できる個人
的なタッチでもって心と思いにささやきか�よう。

［注：ここでま�、読み手は各ポイントの後でいっ
�ん止まって、皆が主のささやきを聞�るよう、
一分ほど間を取ります。］

　　２３．あな�がわ�しを賛美し、感謝する
様が大好きだ。あな�の心が感謝で満�され、�
と�困難なことでも、あな�の身に生じるどんな
ことについてもわ�しを賛美し�いという願いが
あるのを�、わ�しとわ�しの祝福への感謝を言
葉にするのを聞く時、わ�しの心は�れを�、聞
く�びごとに高鳴る。本当だ。

　　２４．わ�しはあな�の献身と、わ�しの
方法で物事を行い、わ�しの導きに従い、わ�しに
あな�自身をもっと多く与�る�めに下し�決断、
�して毎日下し続�ている決断が大好きだ。一つ
一つの決断につぎ込まれ�ものをわ�しは知って
いる。あな�を誘惑する試練や誘惑も知っている。
だから、わ�しへのコ�ットメント、献身、忠誠

の言葉と行いを�る�びに、わ�しの胸はふくら
み、あな�への称賛と献身の炎が再び燃�立つ。

　　２５．わ�しはあな�の謙虚さを愛している。
わ�しの前に身を低くし、霊の内で裸になり、わ�
しから何も�し控�ずに、謙遜になる�めに最後ま
でやり通�うという意欲が大好きだ。あな�がわ�
しに対して心と自分自身を完全にあらわにする時、
花嫁としてわ�しを親密に愛する時、服従し、委ね、
開き、受�取り、吸収し、飲み、わ�しにあな�を
満�させてすべてをわ�しに与�る時が大好きだ。
わ�しの望むままに愛させてくれる時が大好きだ。
あな�に対して、�してあな�を通して語らせてく
れる時が大好きだ。あな�が愛の言葉や願いを言葉
にし、必要を呼�わるのを聞くのが大好きだ。あな
�と一つになるのが大好きだ。

　　２６．あな�が人生にわ�しを迎�てくれ
るのが大好きだ。あな�の愛が週末や夜、あるい
は朝だ�に取っておかれるのではなく、毎日の生
活や一日を通してと�込んでいる様が大好きだ。
あな�が自分のすることについて、わ�しから聞
くことや、わ�しの導きや裏付�、導きを受�取
るのを学んだ様が大好きだ。わ�しを賛美するこ
とや、あな�が良いもので祝福されている時も理
想的とは言�ないもので試みられている時も、わ
�しの手が働いていると信頼し、信じることを学
んだ様が大好きだ。
　　２７．わ�しがあな�に預��霊の武器の一
つ一つをあな�が振るうのを�るのが大好きだ。
�して、あな�が�れについてもっと学び、�れ
を使って新しいことを試してみるのを�るのが大
好きだ。わ�しは、ますますあな�の思考や決断、
行動、人生、愛の一部になっていくのが大好きだ。

　　２８．あな�について愛しているところは�
れよりずっと多い。�れを真剣に言葉で言い表�う
とするなら、ずっといつまでも話し続�ることがで
きるほどだ。�れども、今、あな�には�んな時間
はないので、ほんの数分に留めておこう。���だが、���だが、だが、
これからの数日間に、あな�をどれだ�愛してい
るかや、あな�のどのようなところがわ�しにとっ
て特別で大切なのかを告げる時間がもっと取れるな
ら本当に嬉しい。あな�がわ�しにくれる時間だ�
語り続�られるよ。少なくともこれからの数日間に
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少しの時間をわ�しに与�、あな�がわ�しにとっ
てどれだ�大切かを言葉に表させてくれないだろう
か？　是非�うし�いんだ。

　　２９．さて、少しの間静まって、わ�しのど
こを一番愛しているかを考�てごらん。いっ�ん
�れを少し考��なら、今一番際だっているもの
を一つか幾つか選んで、�れを声に出して分�合
いなさい。
　　３０．わ�しへの愛の言葉を、わ�しだ�に
ではなく、周りにいる愛する人�ちとも分�合い
なさい。輪になって順番に言う必要はない。誰で
も言い�い時に言っていい。一つでも、二つでも
�つでも、気にする必要はない。�だ言いなさい。つでも、気にする必要はない。�だ言いなさい。
分�合いなさい。�して、他の人�ちの言葉や賛
美をも、あな�のわ�しへの言葉にしなさい。

［注：少し止まって静かになり、�れから全員が
一度に一人ずつ、「流れ」が収まるまで、主への
愛の言葉と賛美を語ります。全員にチャンスが
回って、�れから望むなら付�足せるよう、最初
は各自が一つ言うだ�の方がよいでしょう。］

　　３１．もう一つ、あな�のプレゼントの素晴
らしく美しい部分、�してわ�しがあな�への愛
を表す方法とは、あな�が共に暮らし、働いてい
る美しい友や愛する人、メイト�ちを通しての愛
だ。今数分間、隣にいる人を�て、�の人に腕を
回すか手を取って、お互いのどこを感謝し、称賛
しているか、�の資質や徳がどのような方法であ
な�へのわ�しの愛の現れとなっているかを告げ
合いなさい。

［注：ま�いっ�ん止まって、全員が��にいる
人に何か言う時間を与�る。］

　　３２．わ�し�ちは素晴らしい時を過ごして
いるね？　花嫁であるあな�が�とわ�しは、宇
宙で最も祝福され�者�ちだ。わ�し�ちには比
べることのできない愛と親しさがある。あな�は
わ�しにとって、想像もつかないほど大切な存在
だ。�して、あな�がわ�しにどのような気持ち
を抱いていて、あな�にとってわ�しがどれほど
大切かを知っていることは、とても意味がある。

未来������
　　３３．さて、ダーリン、未来のわ�し�ちの
愛に目を向�、何が待っているかをじっくり考�
よう。遠い未来だ�ではない。�れも未来には違
いないが。わ�しはもっと近い未来のことも言っ
ている。�と��、明日のことも！　来週、来月、
来年のことを。

　　３４．今、わ�し�ちの前にはとても特別な
数日間が待っている。わ�しは�れをとても楽し
みにしている！　この数日間に、わ�し�ちの歴
史を黙想し、わ�しがあな�の愛しているところ
を語る�めの時間を取ってほしいことはすでに
言っ�。�して当然、あな�がわ�しのどこを愛
しているかを、望むだ�頻繁に、�して�くさん
言うのを聞くのも嬉しいだろう！
　　３５．この �日間に、あな�自身の未来の�日間に、あな�自身の未来の日間に、あな�自身の未来の
�めの個人的な約束もあげ�い。�の�めの時
間を取って、�れを受�取ると約束してくれるか
い？　一行かもしれないし、一段落かもしれない。
あるいは、何ページもあるかもしれない。だが、
一日少し時間を取って、あな�の未来についての
約束を語るよう、わ�しに求めなさい。
　　３６．あな�は、「未来は神の約束のように
明るい」という言葉を聞い�。�れはあな�に
とってまさに�の通りだ。ファ�リーとしての
あな�が�、花嫁であるあな�が�一人一人に
とって。さて、もう少し先の未来を�てみよう。
あな�を待っている未来の全体像の幾つかを。
わ�しが言う一つ一つをじっくり考�る時には、
�れを「これから起こること」や「計画」、「ゴー
ル」としてだ�でなく、すべてをわ�し�ちの
愛や結婚の一部として�なさい。実際、本当に
�うなのだから。
　　３７．�れは、あな�がわ�しの花嫁だから
であり、謙遜で革命的になり、すべてわ�しのも
のとなるよう選�れ�からであり、わが終わりの
時の教会、選�れ�者、地�最後の大いなる収穫
の先頭に立つわが終わりの時の教会の一部として
の栄誉を与��からなのだ。
　　３８．もしあな�がわが新しい教会の花嫁で
なかっ�なら、�して、謙遜で、裸で、弱く、わ
�しの前にあって霊の内で貧しくなかっ�なら、
服従せず、委ねず、完全にわ�しにすべてを明�
渡していなかっ�なら、ま�、ドロップアウトし、
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ラディカルで、わ�しとわ�しの真理の反世俗的
な弟子になるというコ�ットメントをしていな
かっ�なら、あな�の未来は非常に異なっ�もの
となるだろう。未来は霊の内で停滞し、行き詰ま
り、阻害され�だろう。失敗、恥、敗北の未来と
なってい�だろう。過去数年間に劇的な変化を遂
げていなかっ�なら、道から�れ�ことを悔い改
めていなかっ�なら、ファ�リーという船（これ
は、わが花嫁を言い表すもう一つの�と�だ）は、
前進し、陣地を獲得し、今までで最高の実り豊か
さに進水することはおろか、浮いていることさ�
できなかっ�だろう。
　　３９．現在ファ�リーは深海に乗り出しつつ
ある。�して、あな�が�の歴史においても人類
の歴史においてもかつてなかっ�ほどの「大漁」
を遂げる立場にある。あな�は、わ�しの愛、わ
�し�ちの親密さ、�の結果受�取る力によって
のみ、切り抜�ることができる。
　　４０．この偉大さと壮大さの約束は、わが花
嫁、ハニー、愛する人、すべてをわ�しに与�る
人への約束なんだ。あな�は花嫁の一部であって、
わ�しと共にい続�、わ�しを愛し、わ�しに自
分自身を与�る限り、あな�にはこれらの約束の
成就が保証されている。
　　４１．わ�しが戻ってくる日を待ち望むの
も忘れてはい�ない。ほとんど耐�られないぐ
らい冷�く、邪悪になっ�この世からいとしい
あな�が�を救出する日を。「ほとんど」と言う
のは、わ�しが戻ってくる前には大患難期があ
るものの、わ�しは決してあな�を耐�られな
い試練に会わせることがなく、わ�し�ちの深

く親密な愛を通して、強さと恵み、信仰、勇気
をもってあな�を��るので、試練は大きくて
も�れらはわ�し�ちの愛の力とは比べものに
ならないからだ。
　　４２．�して、わ�し�ちが大いなる婚姻
の宴、小羊の婚姻の宴で一つになる時、花嫁で
あるあな�が�はわ�しと共に、全くふさわし
い場所に着くだろう。宇宙を前にして���ら
れ、すべての天を前にして賞賛され、永遠に
渡ってわ�しの家、あな�の家、わ�し�ちの
家に迎�られる！　�こで物事は本当に良くな
り、わ�し�ちは天国的な結婚の喜びを十二分
に経験し始める！　�の部分は�プライズとし
て取っておこう。だから、今は、すべての面で
素晴らしくなり、あな�のすべての願いとわ�
しのすべての願いが成就され、わ�し�ちのす
べての夢が実現するということ�外は教�ずに
いよう。しかも、�れは半分にも満�ないんだ！
　　４３．だから、幸せな思いを抱きながら、過
去、現在、未来の旅を終�て、ベッドへの旅に行
こう。�こで落ち着き、一晩よく眠れるように。
わ�しは一晩中あな�を抱き、あな�と共にいる。
だから、明日目覚め�時に真っ先に��るのはわ
�しのほほ�みであり、真っ先に聞こ�るのはわ
�しの愛のささやきだ。交わり、新�にされる ��
日間を、�うやって始めてほしい。
　　４４．愛しているよ。おやすみ。良く寝てわ
�しの夢を�なさい。

（主への歌と賛美、ハ�とキスで締めくくる。）

( お祝いのディナーの時にか�るオーディオ・ファイルの書き下ろし �お祝いのディナーの時にか�るオーディオ・ファイルの書き下ろし ��
��������	��25		�����

フィースト ���� ����������ー����� ����������ー�����������ー�

　　１．（イエス：）わ�しは、共に過ごし�こ
れらの素晴らしい日々にわくわくしている！　
愛情深く忠実な花嫁であるあな�とわ�しが共
に過ごし�素晴らしい時間を思い出す時、わ�
しの心は喜びで満�される。わ�し�ちは語り、
耳を傾�、笑い、泣き、分�合い、理解し、結束し、
愛し�。
　　２．わ�しの腕とわ�しの愛の内で、わ�

しにあって休んだこの時を通して強められ�と
実感できるだろう？　あな�が今感じているの
は、天国での美と報酬のほんの少しの味�に過
ぎない。これはま�、あな�が将来、強めと成長、
拡張、かつてなかっ�ほどの最大の収穫の日々
において、祝福として受�取る力と強さの味�
に過ぎない。
　　３．ファ�リーよ、花嫁よ、あな�の前途に

“A	Journey	Through	Time“--Japanese.
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は多くのものが待っている。明るく輝かしい宿命
があな�を待っている。この休息と安らぎの時、
再編成と内省の時は、あな�の人生や奉仕、証し、
テスティモニー、収穫、天国での最終的な報酬と
栄誉の次の段階にあな�を備�させ�のだ。
　　４．喜びと賛美の叫びは、今ももう天国の広
間にこだましている。立ち止まって静まるなら、
�れに気づき、感じ、さらには�れが聞こ�るだ
ろう。天国の聖徒�ちは賛美し、喜ぶ。彼らはあ
な�の人生や心、ホームに何が起こっ�かを知っ
ており、�ているからだ。�して、彼らには�れ
が将来の�めにあな�をどう助�、強めるかが�
�る。
　　５．彼らには、今まであな�に明かされ�
これらの霊的真理が、将来、あな�の�めに何
をするかが��る。最初、強めの日と近年の
進歩を固める日があり、次に大いなる証しの攻
撃、成長、あな�の境界線の拡張がある。�し
て次に、終わりの時の最後の日々、患難の時、
あな�がもっとも明るく輝き、最大の力を表す
時が来る。
　　６．この世界にいるあな�の愛する者�ちや、
昔からの天使や聖徒�ちは、わ�しに向かって声
をあげ、賛美を歌う。彼らはま�、あな�に称賛
の声をあげる。あな�が�は選�れ�者であり、
あな�が�の時代に世の終わりが来るからだ。あ
な�は、すべての預言者�ちが夢��時代に生き
ている。あな�は地�で最後の最大の収穫を勝ち
取る。歴史�すべての預言者や賢者、聖徒�ちは、
今、わ�しだ�でなくあな�をも���て、大い
なる栄光に満ち�声をあげる。あな�には他のど
の世代にもなかっ�特権が与�られている。あな
�は、あな�の前に行っ�どのわが子らよりも偉
大な光と力を持つ。
　　７．�の力と光はすべて、わ�し�ちが共
にいる時、わ�し�ちの愛の時、わ�しに休息
する時に霊の内に共に合わされる時から始ま
る。あな�は頼ることによって強くなる。弱さ
によって強くなる。静�さによって大胆になる。
捨てることによって全てを得る。謙遜さによっ

て信頼を得る。
　　８．わ�しは花嫁であるあな�が�一人一人
の心と霊の内に、二つとない特別な贈り物を置い
�。あな�が�が得�ものは一人一人異なり、�
れぞれの人の人生への感じ方も、現れ方も異なっ
ている。�れでも、すべての場合において�れは
あな�をもっとわ�しに近くつなげ、わ�しに
もっと頼らせ、今から永久にわ�しともっと恋
に落ちさせる。だから、これは、これから起こる
ものを切り抜�させる�めの強さと信仰、勇気の
源となるだろう。�前よりあな�としっかり合わ
さっていることは、これからの日々、わ�しが一
番願ってい�ことであり、あな�が最も必要とし
てい�ことでもある。わ�し�ちは共にこれを達
成し�のだ。
　　９．喜び、喜べ！　天国にいる者�ちと同じ
ように、喜びの声をあげなさい！　喜びの声をあ
げなさい。あな�は、花嫁の王、宇宙の�配者で
あるわ�しのものだから！　喜びの声をあげなさ
い。あな�はわ�しの�くましく愛情深い腕で永
遠に安全なのだから！　喜びの声をあげなさい。
あな�はすべての力と強さが来る永遠の源につな
がっているのだから！　喜びの声をあげなさい。
あな�は最後にはすべての悪と闇に勝つのだか
ら！　喜びの声をあげなさい。あな�とわ�しが
わが愛の内に合わさり、わが霊の内に合わさり、
天国のすべての力に��られるなら、できないこ
とは何一つないからだ。喜びの声をあげなさい。
ダビデの子どもと鍵の力には不可能はないから
だ！　喜びの声をあげなさい。あな�の心とホー
ムには地�の天国があり、待ち望むべき永遠の天
国があるからだ！　貴い花嫁�ちよ、今、喜びの
声をあげ、わ�しを賛美しなさい。（異言）

　　１０．（ママ：）貴い夫よ、ありがとう。す
べての力の永遠の源よ、ありがとう。わ�し�ち
の喜びの王、心の主よ、ありがとう。ハレルヤ！
（異言）

（ここで、霊をかき立てる賛美で締めくくる）

“Closing	Message	for	Feast	�00�”--Japanese.


